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関東森林管理局

1 磐　　城 その他Ｎ 4,000 ２者
福島県いわき市遠野町根岸字石田44-3
遠野興産(株)
代表取締役　中野 光

・製材工場からでるバークを集荷・製品化し流通。
・パルプ用２ｍ材の直材についてはなるべく製材。
・枝葉以外についてはすべてカスケード利用。

2 福　　島
アカマツ
その他

N・L
4,900 １者

福島県郡山市土瓜1-71-2
郡山チップ工業(株)
代表取締役　大内　正年

・製紙用原料の国産材比率の向上。

3 福　　島
アカマツ
その他N

2,000 １者 　該当者なし

4 白　　河 その他Ｎ 1,000 ２者
福島県白河市大信下新城字北山61-1
(株)ミツヤマグリーンプロジェクト
代表取締役　満山泰次

・ＡＢ材以外は造材せず、長材で搬出・運搬すること
で、経費の削減。
・原料生産側の利点を最大限に引き出す新たな素
材利用に伴う経済効果の確保を図ることを地域に
普及。

5 白　　河 その他Ｎ 2,000 ２者
福島県いわき市遠野町根岸字石田44-3
遠野興産(株)
代表取締役　中野 光

・製材工場からでるバークを集荷・製品化し流通。
・パルプ用２ｍ材の直材についてはなるべく製材。
・枝葉以外についてはすべてカスケード利用。

6 会　　津 その他Ｎ 1,305 １者

福島県喜多方市慶徳町山科字宮前
4780-7
 (株)ノーリン
代表取締役　齋藤 邦雄

・未利用材として残置されていた材を木質バイオマ
ス発電の燃料として供給。
・当該事業を活用し、木質バイオマス加工流通施設
を整備することで未利用材の受入と燃料用チップの
生産量を増加させ、バイオマス発電所の需要に対
応。

7 棚　　倉 その他Ｎ 6,000 ３者
福島県いわき市遠野町根岸字石田44-3
遠野興産(株)
代表取締役　中野 光

・製材工場からでるバークを集荷・製品化し流通。
・パルプ用２ｍ材の直材についてはなるべく製材。
・枝葉以外についてはすべてカスケード利用。

8 棚　　倉 その他Ｎ 2,000 ２者

栃木県矢板市山田67
(株)トーセン
代表取締役　東泉　清壽

・伐採現場から出た材料全て受入、全量有効利用。
・バイオマス発電施設の設置による低質な木材資
源の受入と雇用の創出。

9 棚　　倉 ス　ギ 3,000 ４者

福島県東白川郡塙町大字西川内字鶴巻
田10
協和木材(株)
代表取締役佐川廣興

・２４時間操業と人工乾燥機の増設により、コストの
低減化と製品価値の向上を実現。
・国産材による２×４建築部材など今後増加する新
規需要への対応を今期から実施。

10 棚　　倉 ス　ギ 3,000 ４者

福島県東白川郡塙町大字西川内字鶴巻
田10
協和木材(株)
代表取締役佐川廣興

・２４時間操業と人工乾燥機の増設により、コストの
低減化と製品価値の向上を実現。
・国産材による２×４建築部材など今後増加する新
規需要への対応を今期から実施。

11 日　 光
ス　ギ

カラマツ
1,515 ２者

東京都新宿区西新宿1-23-7
住友林業フォレストサービス(株)
東日本事業部長　白井　豊

・原木の販売の外、製品となったものを合板会社か
らグループ企業が購入し住宅用資材として利用す
るなど、グループ企業としての強みを生かし川上か
ら川下まで一貫した流通を実施。

企画提案の概要

　　　平成２５年度国有林材の安定供給システム販売（第１回）公募結果

樹種 数量 協定締結者
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理 署
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　　平成２５年４月２４日付けで公募した「国有林材の安定供給システム販売」の協定締結者を以下のとおり決定しましたの
で公表します。
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12 日　光 その他Ｎ 2,600 ２者

福島県喜多方市慶徳町山科字宮前
4780-7
 (株)ノーリン
代表取締役　齋藤 邦雄

・未利用材として残置されていた材を木質バイオマ
ス発電の燃料として供給。
・当該事業を活用し、木質バイオマス加工流通施設
を整備することで未利用材の受入と燃料用チップの
生産量を増加させ、バイオマス発電所の需要に対
応。

13 塩 　那
ス　ギ
ヒノキ

5,030 ２者

福島県東白川郡塙町大字西川内字鶴巻
田10
協和木材(株)
代表取締役佐川廣興

・２４時間操業と人工乾燥機の増設により、コストの
低減化と製品価値の向上を実現。
・国産材による２×４建築部材など今後増加する新
規需要への対応を今期から実施。

14 塩　　那 ス　ギ 1,500 ４者
栃木県那須塩原市四区町741-5
二宮木材(株)
代表取締役　二ノ宮　英寿

・プレカット会社、住宅ビルダーと連携し、在来工法
で化粧梁を用いた差別化住宅を提案。
．工場残材を用いたバイオマス発電を５月より開
始。発電後の蒸気は乾燥木に利用。

15 塩　　那 その他Ｎ 2,500 １者

栃木県矢板市山田67
(株)トーセン
代表取締役　東泉　清壽

・伐採現場から出た材料全て受入、全量有効利用。
・バイオマス発電施設の設置による低質な木材資
源の受入と雇用の創出。

16 利根沼田 カラマツ 2,000 ５者
群馬県沼田市井戸上町776
山平木材(有)
代表取締役　平田　征二郎

・カラマツの新規用途開発に取り組んでおり、カラマ
ツパレットや尾瀬の木道として利用。
・建設会社から注文寸法を受注して製材を販売。
・注文があってから製品化までの対応を早急にでき
るよう製材施設の整備と原木のストック。

17 利根沼田
スギ

カラマツ
1,000 ２者

群馬県前橋市上大島町182-20
群馬県森林組合連合会
代表理事会長　星野　巳喜男

・販売協定先である林ベニヤ産業（株）において群
馬県材100％合板の制作。
・ぐんま優良木材認証製品化（H25.2）。
・林地残材等小径木の合板用単板加工。
・合板表面塗装のための特殊機材の設置による国
産材型枠用合板の生産と販路拡大。

18 利根沼田 その他Ｎ 2,500 ２者
新潟県新潟市北区島見町4636-1
広和林業(株)
代表取締役　広島　和正

・自社工場で品質・用途別に選別し、森林資源の有
効活用。
・自社工場におけるチップ加工と杭木加工。
・土木用杭木等の復興資材は即対応できるよう準
備。

19 吾　　妻
カラマツ
その他N

3,000 ４者
群馬県前橋市上大島町182-20
群馬県森林組合連合会
代表理事会長　星野　巳喜男

・販売協定先である林ベニヤ産業（株）において群
馬県材100％合板の制作。
・ぐんま優良木材認証製品化（H25.2）。
・林地残材等小径木の合板用単板加工。
・合板表面塗装のための特殊機材の設置による国
産材型枠用合板の生産と販路拡大。

20 吾　　妻
カラマツ
その他N

3,000 ５者
群馬県前橋市上大島町182-20
群馬県森林組合連合会
代表理事会長　星野　巳喜男

・販売協定先である林ベニヤ産業（株）において群
馬県材100％合板の制作。
・ぐんま優良木材認証製品化（H25.2）。
・林地残材等小径木の合板用単板加工。
・合板表面塗装のための特殊機材の設置による国
産材型枠用合板の生産と販路拡大。

21 吾　  妻 その他Ｎ 1,000 ２者
新潟県新潟市北区島見町4636-1
広和林業(株)
代表取締役　広島　和正

・自社工場で品質・用途別に選別し、森林資源の有
効活用。
・自社工場におけるチップ加工と杭木加工。
・土木用杭木等の復興資材は即対応できるよう準
備。

22 群　　馬

スギ
ヒノキ
その他
N・Ｌ

9,800 ２者
群馬県前橋市上大島町182-20
群馬県森林組合連合会
代表理事会長　星野　巳喜男

・販売協定先である林ベニヤ産業（株）において群
馬県材100％合板の制作。
・ぐんま優良木材認証製品化（H25.2）。
・林地残材等小径木の合板用単板加工。
・合板表面塗装のための特殊機材の設置による国
産材型枠用合板の生産と販路拡大。

23 群　　馬
カラマツ
その他N

1,800 ３者
群馬県前橋市上大島町182-20
群馬県森林組合連合会
代表理事会長　星野　巳喜男

・販売協定先である林ベニヤ産業（株）において群
馬県材100％合板の制作。
・ぐんま優良木材認証製品化（H25.2）。
・林地残材等小径木の合板用単板加工。
・合板表面塗装のための特殊機材の設置による国
産材型枠用合板の生産と販路拡大。
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24 群　　馬

スギ
ヒノキ

アカマツ
カラマツ

その他Ｎ・Ｌ

4,900 ２者
新潟県新潟市北区島見町4636-1
広和林業(株)
代表取締役　広島　和正

・自社工場で品質・用途別に選別し、森林資源の有
効活用。
・自社工場におけるチップ加工と杭木加工。
・土木用杭木等の復興資材は即対応できるよう準
備。

25 下　　越
スギ

その他Ｎ
1,000 １者 　該当者なし

26 村　　上 その他Ｎ 1,000 １者
新潟県新潟市西区曽和521-3
新潟県森林組合連合会
代表理事会長　村松二郎

・地元の設計事務所、大工、工務店や森林組合な
ど木造住宅に関連する企業約５０社と連携した、地
域材の需要開発や根曲りスギの需要拡大。

27 茨　　城
スギ
ヒノキ

7,660 ４者

栃木県矢板市山田67
(株)トーセン
代表取締役　東泉　清壽

・伐採現場から出た材料を全て受入れ、有効利用。
・工場選別により最大限付加価値がつくよう製材。
・大手プレカット工場と協定を結び大手住宅メーカー
へ資材の安定供給。

28 茨　　城
スギ
ヒノキ

6,190 ４者
茨城県常陸大宮市宮の郷2153-25
宮の郷木材事業協同組合
代表理事　堀川　保彦

・販売先の集成材工場において、ＢＣ材のラミナ利
用。
・バークはバイオマス発電燃料、チップは製紙原
料、オガ粉は畜産用敷料としてそれぞれ販売。
・製材品需用者には販売先を通じて全国の木材販
売業者、プレカット業者を介して販売を実施。

29 茨　　城 その他Ｎ 7,150 ４者

栃木県矢板市山田67
(株)トーセン
代表取締役　東泉　清壽

・伐採現場から出た材料全て受入、全量有効利用。
・バイオマス発電施設の設置による低質な木材資
源の受入と雇用の創出。

30 静　　岡 その他Ｎ 2,700 １者
静岡県島田市向島町4379
特種東海製紙(株)
代表取締役社長　三澤　清利

・移動式チッパー機により山土場でチップ加工し、直
接製紙会社に納入することでのコスト削減。
・製紙用輸入チップの使用量を減らし国産材チップ
の使用量を増やすことで、国産材需要開拓。

31 伊　　豆 その他Ｎ 2,500

32 天　　竜
スギ
ヒノキ

その他N
1,890 １者 　該当者なし

　　応募者なし


